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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 PTX3(Pentraxin-3)は 1994 年に提唱された新しい炎症マーカーである。IL-6 を介して肝臓で生成さ
れる CRP と比べて、全身の細胞（好中球・樹状細胞・血管内皮細胞など）で生成される PTX3 は、
炎症が生じた際に鋭敏に反応し上昇するとされている。 
今回、化学療法中の肺癌患者の発熱性好中球減少症の診断時の PTX3 の有用性について検討を行った。 
本研究は、化学療法中の肺癌患者で発熱性好中球減少症を発症した患者 12 例で検討した。対照とし
て、未治療肺癌患者を 10 例、健常成人 12 例を組み入れた。発熱性好中球減少症を発症した 12 例に
は診断した日を Day１として、Day1/3/7 に採血を行いガイドラインに従って適切な治療を行った。
未治療肺癌患者と健常人には感染症を有さない時期に採血を行った。各々のサンプルに対して ELISA
法で PTX3 値と高感度 CRP 値(hCRP)を測定した。 





これらの結果から、本研究では hCRP 値は担癌状態の影響を否定できなかった。 
以上のことから本研究は、PTX3 は CRP と異なり担癌状態の影響を受けず、また化学療法中の肺癌
患者での発熱性好中球減少症の診断における鋭敏なマーカーになりうる可能性が示唆され、今後同様
の患者での診断の確立に貢献するものと考えられた。したがって、本研究は博士（医学）の学位を授
与されるに値するものと判定された。 
